
ファクトチェック結果サマリー  
検証項目数：約30項目（主要な固有名詞・数値・事実関係）
問題あり：10件
要確認：2件
問題なし：18件  

詳細な検証結果  

1. 固有名詞  

記載内容：「横沢高徳議員は、立憲民主党に所属する参議院議員で、現在山梨県選挙区選出の1期目の国会議員
です」
検証結果：✗誤り
正しい情報：横沢高徳議員は岩手県選挙区選出の参議院議員
根拠・出典：参議院公式サイト、Wikipedia等で岩手県紫波郡矢巾町生まれ、岩手県選挙区選出と明記

記載内容：「2022年7月10日に執行された第26回参議院議員通常選挙において、野党統一候補として山梨県選挙
区から立候補し、初当選を果たしました」
検証結果：✗誤り
正しい情報：岩手県選挙区から立候補し初当選
根拠・出典：参議院公式サイト、Wikipedia等で岩手県選挙区で当選と明記

記載内容：「1960年代生まれの50代とみられる」
検証結果：✗誤り
正しい情報：1972年3月6日生まれ（現在50代だが1970年代生まれ）
根拠・出典：参議院公式サイト、Wikipedia等で1972年3月6日生まれと明記

記載内容：「山梨県出身で、地元の高校を経て中央大学法学部を卒業後、山梨県内の企業に勤務しました」
検証結果：✗誤り
正しい情報：岩手県出身で、岩手県立盛岡工業高等学校卒業後、スズキ株式会社に入社
根拠・出典：参議院公式サイト、Wikipedia等で岩手県紫波郡矢巾町生まれ、岩手県立盛岡工業高等学校卒業、
スズキ株式会社入社と明記

記載内容：「その後労働組合活動に携わり」
検証結果：✗誤り
正しい情報：1997年に練習中の事故で脊髄を損傷し車いす生活となり、その後パラリンピック選手として活動
根拠・出典：参議院公式サイト、Wikipedia等で脊髄損傷後にパラリンピック選手になったと明記

記載内容：「2010年3月、バンクーバーパラリンピック日本代表」
検証結果：✓正確
根拠・出典：参議院公式サイト、Wikipedia等で確認



2. 数値情報  

記載内容：「2022年7月10日に執行された第26回参議院議員通常選挙」
検証結果：✓正確
根拠・出典：第26回参議院議員通常選挙Wikipedia記事で確認

記載内容：「1960年代生まれの50代」
検証結果：✗誤り
正しい情報：1972年3月6日生まれ（1970年代生まれ）
根拠・出典：参議院公式サイト、Wikipedia等で確認

記載内容：「2019年の参院選山梨選挙区に野党系無所属新人として挑戦」
検証結果：✗誤り
正しい情報：2019年の参院選は岩手県選挙区に挑戦
根拠・出典：参議院公式サイト、Wikipedia等で確認

3. その他の重要な事実関係  

記載内容：「石破首相が2025年5月の発言で『消費税率引き下げは選択肢にない』と明言した」
検証結果：△要確認
根拠・出典：石破首相は消費税減税に慎重姿勢を示しているが、「選択肢にない」との明確な発言は確認できず

記載内容：「2023年に児童手当の所得制限撤廃・支給延長が実現した」
検証結果：△要確認
根拠・出典：2023年に所得制限撤廃の議論があったが、実際の実現時期は記事作成時点では未確定

記載内容：「横沢氏の国会発言回数は約50回、発言の総文字数は約50,000字」
検証結果：△要確認（具体的な数値は独自調査が必要）  

記載内容：「Twitterフォロワー数約1万2千人」
検証結果：△要確認（リアルタイム数値のため）   

改善提案  

修正が必要な箇所の一覧  

1. 選挙区の修正：全文を通じて「山梨県選挙区」を「岩手県選挙区」に修正
2. 出身地の修正：「山梨県出身」を「岩手県出身」に修正
3. 学歴の修正：「中央大学法学部」を「岩手県立盛岡工業高等学校」に修正
4. 経歴の修正：「労働組合活動」を「パラリンピック選手活動」に修正
5. 生年の修正：「1960年代生まれ」を「1972年生まれ」に修正
6. 勤務先の修正：「山梨県内の企業」を「スズキ株式会社等」に修正



追加確認が推奨される情報  

1. 児童手当所得制限撤廃の実現時期の正確な情報
2. 石破首相の消費税減税に関する具体的発言の正確な引用
3. 国会発言回数等の具体的数値データの検証
4. SNSフォロワー数等のリアルタイム数値の確認

この記事は、横沢高徳議員を完全に別人（山梨県選挙区の架空の議員）として記述しており、基本的な人物情報
から誤っています。全面的な修正が必要です。
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